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［編集後記］少子高齢化が進むなか、平成27年度は大学の在り方が問われた1年でした。特に地方の高等

教育機関には、地方創生の役割強化が求められるようになりました。地域リーダーとなる人材育成とともに、

地方のにぎわい創出、振興への役割はますます高まってきています。「地域とともに歩む」を合言葉に、本学は

コミュニティカレッジとして歩んできました。「Kata n Clover」第5号では、学生たちの社会活動を中心に

1年間の足 跡を紹介しています。地域連 携活動にゴールはありません。学生たちの笑 顔とパワーが、これ

からの地域活性化につながることを心から願っています。

香川短期大学 地域交流センターだより編集委員

さぬきヤンボラ守るんジャー

ボランティアで地域貢献！
平成27年度は1、2年生合わせて55名でスタートしま

した。活動はさまざまでした。宇多津町主催のクリーン

作戦や町おこしイベント、綾歌町で開催の防災教育プログラム、イオンタウン宇多津

などで行われた各種防犯キャンペーンなど学生たちが興味・関心のある活動にそれ

ぞれ参加。坂出地区少年警察補導員の活動では、継続補導少年の立ち直り支援として、

農業体験や農業学習、数学や理科が苦手な少年への夏休み塾と称した勉強会など

でも学生たちが大活躍しました。

かがわ文化芸術祭2015ポスター原画展

川本さんが最優秀賞に
「かがわ文化芸術祭2015ポスター原画展」で経営情報科

ビジュアルメディアデザイン（VMD)コース2年の川本知子

さんが最優秀賞、同コース２年の岩﨑晴花さんが奨励賞を

それぞれ受賞しました。川本さんのデザインは、ポスターや

クリアファイルなどのノベルティグッズとして重要な広報の

一翼を担いました。受賞・入選作品は、かがわ文化芸術祭

2015ポスター原画展（平成27年10月10日 ～11月29日、

香川県立ミュージアム）で紹介されました。

香川短期大学紹介展

地域に愛される大学めざし
展示や食育教室を開催
学生たちの授業ぶりや学外でのボランティア活動な

どを知ってもらう「地域とともに歩みます～香川短期

大学紹介展」を宇多津町内の2会場で開催しました。

紹介展は、平成26年度から実施している取り組み

です。平成27年6月は臨海公園内の海ホタルで開

催、展示のほか食物栄養専攻の学生たちによる希

少糖を使ったスイーツの試食提供と食育教室など

もあり、来館した子どもたちの人気を集めていまし

た。2回目は10月7日から27日までユープラザうたづ

で初めて開催しました。

４月5日 入学式 ／ 5月 学内スポーツ大会・俳句大会 ／
10月22日～23日 大学祭 ／ 平成29年1月 こども劇場、初茶会 ／ 3月 卒業式
※オープンキャンパス＝4月24日、5月15日、6月11日、7月10日、8月7日、
　平成29年3月12日

〈 平成28年度の主要行事予定 〉
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検索香川短大

地 域 と
と も に 歩 む

S t e p   f o r w a rd
w i t h   t h e   c ommu n i t y .

香 川 短 期 大 学
地 域 交 流 セ ン タ ー だ より

2 016 Spr ing

vol .5
◎満濃荘・諶之丞の丘 お花見ボランティア（介護）
◎ふじみ園 スプリングフェスタ ボランティア（介護）
◎四国こんぴら歌舞伎大芝居お練り（体育ゼミ）

◎甲山寺でお接待ボランティァ（地域栄養ゼミ）
◎第1回 誰もが安心して暮らし続けられるわが町（三豊市）づくりフェア 参画（介護）
◎子育てサロン「はぐはぐランドうたづ」あそぼう☆会（5月～11月 福祉ゼミ）

◎第6回香川県ボッチャ交流大会 ボランティアスタッフ（介護）
◎ネパール大地震義援金を日本赤十字社へ寄託

◎老人保健施設「はがみ苑」納涼祭参加（食物栄養）
◎東商工会議所主催「どんと恋祭り」に参加（商品開発ゼミ）
◎こすもす・仲南荘 夏祭り ボランティア（介護）
◎うたづっこ福祉セミナーでハンドケア（介護）
◎四国健康村ディスプレイ制作（美術工芸ゼミ）
◎学生アプリコンテストで3位入賞（経情岩倉ゼミ：岡谷、真鍋、市川、図子、筒井）
◎少年立ち直り支援活動＜農業体験＞（ヤンボラ）7月～9月

◎かがわ県栄養教諭講習会補助(商品開発ゼミ）
◎親子食育講座手伝い（商品開発ゼミ）
◎竜雲舜虹苑他3福祉施設で夏祭りボランティア（介護）
◎和のコンテンポラリー（VMDコース／川本、図子、辻岡、古澤、松井）
◎少年健全育成活動＜夏休み塾＞（ヤンボラ）

◎第48回全国肢体不自由児者父母の会連合会全国大会ボランティア（介護）
◎なでしこ香川 なでしこ祭り ボランティア（介護）
◎イザ！カエルキャラバン（防災教育プログラム）イベント補助（ヤンボラ）

◎坂出市保育所食育ブロック部会食育講座手伝い（商品開発ゼミ）
◎米穀安定供給確保支援機構主催による女子大学生等を学習者とした3・1・2
　弁当箱法・体験セミナー（栄養）
◎平成27年度水産物県内消費拡大事業「水産食育教室」開催（栄養）(10月・２月）
◎育児フェスタ さぬきこどもの国（介護）

◎香川短期大学附属幼稚園「さつまいもの収穫スイーツ作り」（食育ゼミ）
◎「健康づくりを考える学生と企業の集い」に参加（地域栄養ゼミ）
◎イオンチアーズクラブエコクッキング（商品開発ゼミ）
◎広島ふれあい祭りボランティア(地域交流ゼミ）
◎中讃保健福祉事務所主催「健康づくりを考える学生と企業の集い」に参加（地域栄養ゼミ）
◎第46回中国四国肢体不自由児者父母の会連合会香川大会（介護）
◎第33回地域と白鳥園の集い（介護）
◎振り込め詐欺被害防止・万引き防止キャンペーン（イオンタウン宇多津）（ヤンボラ）

◎坂出八幡園にてトーンチャイム演奏によるクリスマスコンサート（介護）
◎野の花「冬めきフェスタ」でダンス（介護）
◎丸亀市児童館クリスマス会（幼児音楽ゼミ）
◎宇多津町クリーン作戦（ヤンボラ）
◎少年立ち直り支援活動＜農業体験＞（ヤンボラ）

◎冷凍食品講習会・料理講習会主催（栄養）
◎県アンサンブルコンテスト出場（コーラス部）
◎少年健全育成活動＜冬休み塾＞（ヤンボラ）

◎虎岳幼稚園・丸亀市飯野保育所「食育指導」（食育ゼミ）
◎香川成人医学研究所「健康のつどい」（食育ゼミ）
◎ヤンボラ総会（県警本部）（ヤンボラ）
◎平成相聞歌MAP、最優秀作品イメージ画制作（川本、松井、一宮）

◎（公社）丸亀市体育協会主催平成27年度健康スポーツ教室補助（料理研究ゼミ）
◎宇多津病院「そら豆教室（腎臓病料理教室）」補助（料理教室ゼミ）
◎産官学連携商品開発（細川食品のかき揚げ・共栄冷凍ＫＫの餃子）商品発表会（商品開発ゼミ）

Katan Information



新春恒例の初茶会が平成28年1月26日に本学渚荘

で催されました。

茶会は、生活文化学科の学生たちが日ごろの学習成果

を披露する晴れの舞台です。ことしも、亭主から点前、

半東、お運びまですべて学生たちが担当しました。

初春らしい飾り物が置かれた茶席には、谷川俊博

宇多津町長ら地元の方々を多数お迎えしたほか、石川

浩学長ら本学職員も出席。ちょっぴり緊張気味の

学生たちでしたが、す

がすがしい振る舞いと

ともに、「おもてなしの

心」を大切に精いっぱ

い、それぞれの役割を

務めていました

［  K a t a n  C l o v e rとは・・・ ］

香川短期大学（通称「香短」）には４つの学科があります。

幸福のシンボルである四つ葉のクローバーに例え、

群生し地を這うクローバーのように、

学生が力を合わせて地域に根付き、

力強く活動して社会に幸福をもたらしてほしいとの

願いを込めています。

K at a n Clove r ｜ 01 K at a n Clove r ｜ 02

2 015
ホコ天UTAZU

大収穫祭

イオンタウン
宇多津植樹祭

放送
ボランティア

「2015歩天（ほこてん）UTAZU大収穫祭」が平成27年11月21日から2日

間、本学周辺で開催されました。今年度は、香川短期大学も共催団体と

して運営管理やイベント企画で、町おこしにひと役買いました。

ステージイベントには、子ども学科体育ゼミの学生約30人が出演。手遊

びや小さな子どもたちも知っている童謡を一緒に歌ったり、楽しい踊り

を披露しました。高校生による「書道パフォーマンス」では、学生たちが

ボランティアとしてイベントのスムーズな運営をサポートしました。

初開催の「コスプレショー」は、本学講堂

ホールが会場でした。「若者の町を盛り上

げよう」との思いから、学生たちも思い思

いのコスプレファッションでステージへ。

スポットライトを浴びながら、客席からの

熱い声援にこたえていました。

町おこしへ学生パワー
初の「コスプレショー」も

新たなにぎわいの拠点としてオープンしたイオンタウン宇多津で平成

27年10月、地域の人たちが参加して植樹祭が行われました。催しには

本学の学生や教職員も参加、緑あふれる町を願って一本一本ていねいに

植樹しました。

植樹祭に参加したのは、学生防犯ボランティア団体「さぬきヤンボラ

守るんジャー」の6人を含む10人です。本学に隣接する商業施設だけに、

学生たちにとっては開店を祝う気持ちも人一倍。慣れない作業でしたが、

緑いっぱいの施設になるよう願って寒椿

やサツキなどの苗木を植えていました。

植樹後、学生たちはそれぞれの名前と

「香川短期大学」と記したプレートを植

栽地に建てました。

緑あふれる町づくりへ
願いをこめて参加しました

学生たちの自由なおしゃべりで構成する地域コミュニティFＭ局の

トーク番組「カラフルリセス」で、生活文化学科生活文化専攻2年の

学生6人が、1年間にわたってナビゲーターとして情報発信の大役を

務めました。

5年前にスタートした同番組では、本学の学生がナビゲーター役を担

当してきました。これまでは最多4人でしたが、6人もの学生がナビ

ゲーターとして出演するのは初めてです。

番組では、流行の音楽や小中学生時代の話題など学生たちがテーマ

を決めて自由なおしゃべりを発信しました。

学生たちは、番組でのおしゃべりだけではなく、

ボランティアとして地域の町おこしイベントにも

積極的に参加。学業とともに、第二の故郷でも

ある宇多津町で多くの

貴重な体験をしました。

電波に乗って情報発信
仲良し6人でおしゃべりタイム

地 域 に 根 ざ し た 大 学 として 、

香 川 短 期 大 学 は 地 域 ととも に 歩 み 、

地 域 の 幸 せ に 貢 献 して ま い りま す 。

地 域 と の 連 携

平成相聞歌
事業

宇多津町との共催事業「平成相聞歌」は、今年度で9回目を迎えました。こと

しも全国各地から4811点の恋歌が寄せられ、大阪府の木皮希果さんが

最優秀賞に選ばれました。

作品審査では、本学の学生も企画ボランティアとして香川短期大学賞5点を

中心に若い感性で作品を選びました。

歴史を重ねる事業ですが、平成27年11月には新しい試みとして過去の最優

秀作品の人気投票も行いました。開店したばかりの大型商業施設で約400

人の方から投票していただきました。

第9回の入賞作品表彰式は、平成28年2月11日に行われました。石川浩香川

短期大学学長が各賞受賞者に表彰状を贈呈。本学経営情報科ビジュアル

メディアデザインコースの学生たちが制作した「歌碑マップ」のほか、第8回

最優秀作品のイメージ画も披露されました。

最優秀に木皮希果さん
初めての人気投票イベント実施

にぎ わ い 創 出 へ 包 括 的 連 携・協 力  宇 多 津 町と 協 定 締 結

招待客にお点前を披露
谷川町長ら招き初茶会

新春初茶会

S t e p  f o r w a r d
w i t h  t h e  c o m m u n i t y .

宇多津町と香川短期大学は平成27年8月、町の発展とにぎわい創出へ「包括

的連携・協力に関する協定」を締結しました。本学が自治体と協定を結ぶの

は初めてで、学生たちのパワーに大きな期待が寄せられています。

連携・協力協定の主な取

り組みは、産業や教育・

文化活動の振興のほか、

健康・福祉および子育て

支援の充実、地域の国際

化など多岐にわたってい

ます。調印式で谷川俊博

町長、石川浩学長は「協

力協定を実りあるものに

して町の活性化やにぎわ

いにつなげたい」と挨拶

しました。

県 政 に つ い て 話 そ う ～ 知 事 意 見 交 換 会

浜田恵造知事と本学学生とが意見交換する「県政について話そう」が平成

27年12月3日に行われました。県民の声を県政に反映する取り組みの一環

で、子育て支援や食育活動、防犯・防災活動、アート活動、社会福祉活動に

励む10人の学生が出席しました。

話し合いでは、少子高齢社会の進展するなかで、香川の人口減少傾向をキー

ワードに、出生率改善や流入人口の増加などについて学生たちが意見を述

べました。「絆を強め、社会全体で子育てをしていくという意識の芽生えが

大切」「高齢者の地方移住を推進するためには、交通インフラの整備が重

要」など若者らしい意見が相次ぎました。

topic s



笑 顔 と 真 心 大 切 に
地 域 社 会 の に ぎ わ い 創 出

Activities

Activities

ゼミ学習の成果を県内の子どもたちに披露する定期公演「こども劇場」は、

平成28年も1月14日から16日まで丸亀、高松で3公演が行われました。

昭和51年の第1回公演から40年、ミュージカルやダンスパフォーマンス、

器楽演奏、ブラックライトなど盛りだくさんのステージに子どもたちの笑顔

が弾けていました。今回は初めて、香川県や高松市、報道機関の後援もい

ただきました。

公演では、各ゼミが趣向を凝らしたプログラムを準備しました。1年間に

わたって猛練習を重ねての晴れ舞台。小道具も、学生たちの手づくり、音響

や照明も学生たちが担当しました。

ゼミを受講していない学生たちも、子どもたちと触れ合える大切な機会です。

プログラム作成のほか、公演会場では招待した子どもたちの受け付けや

客席への案内などを担当しました。

食物栄養専攻では、県内各所で

食育に関する交流を続けていま

す。食育ゼミの学生8名は平成

27年9月3日、丸亀市立飯野保

育所で行われた「八朔だんご馬節句」の行事に参加しました。

だんご馬節句は、香川県の西讃地域で旧暦8月1日に男の子の

健やかな成長を祝う風習として伝えられています。この日は、

地元の方々もお手伝いに来られ、学生たちはたくさんの人たち

と交流することができました。地元の方の「だんご馬づくり」を

見学した後、子どもたちの「だんご鯛づくり」のお手伝いをしま

した。学生たちも、だんご鯛を制作し、とても貴重な体験がで

きました。イベントへの参加は今年で3回目。「学生さんが来て

くれるのでとてもにぎやかになりました」と地域の方々にも喜

んでいただきました。

うたづ臨海公園で平成27年7月に開催の「うたづアロハ

ナイト2015」に、本学経営情報科の1、2年生32人がボラン

ティアとして参加し、イベントの盛り上げに頑張りました。

学生たちは、アロハシャツ姿で子どもたちに大人気のゲー

ムコーナー管理のほか、うーみん＆ゆーみんと初お披露

目のなーみんの着ぐるみを担当。うだるような暑さにもめ

げず、学生たちはゲームに夢中の子どもたちにも笑顔で声

援を送っていました。

初めてボランティア活動に参加した学生もいましたが、2

日間の活動をやり遂げ、充実感もいっぱいでした。「子ど

もたちの笑顔で、疲れも吹き飛びました」「活動時間が、と

ても短く感じました」「地域での交流活動を今後も続けま

す」などの声が相次ぎました。

生活介護福祉専攻・専攻科の学生たちが、平成27年10月12日に高松市で開催の

「かがわ介護フェア」（香川県主催）に参加しました。

ステージイベントでは、アクティビティ総合演習ダンスゼミのメンバーが、「おどるポ

ンポコリン」に合わせ「ステッキを活用したダンス」を披露。会場のお客様と心も身

体もリフレッシュ！！ 

ブースでは、「コラージュで写真たてを制作しよう！」を学生たちが主体となって実

施。好きな写真やキャラクターなどを切

り取って台紙に貼り、リボンやシール、

テープで飾り付け！世界に１つだけの

素敵な写真たてができあがりました！！

社会全体で介護や福祉を支えていくた

めに、介護の魅力とやりがいが少しで

も伝わったでしょうか。

地域のみなさんとのふれあいを大切にしたい－

2015年度も、学生たちは授業で学んだ成果を

披露するため各地へ出かけました。

学生たちは、とびっきりの笑顔と真心で子どもたちやお年寄りと

交流を深め、充実した学生生活の１ページを紡ぐことができました。

貴重な学外活動を通じて、学生たちは多くのものを学びました。

卒業しても、その思い出は貴重な財産となるでしょう。

学生たちの活動の一部を紹介します。
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1

介 護の魅 力伝えます！
宇多津 北 小 学 校

「 レッツゴースクールデー 」

町おこしへ大ハッスル
アロハナイトで
運営ボランティア

生活介護福祉専攻 生活文化学科、専攻科（福祉専攻） 

2

4 0 年間にわたって子育てお手伝い
「 こども劇 場 」に子どもたち招 待

躍 動 感いっぱい～
さまざまなダンスを地域へ紹介5

「 八朔だんご馬節 句 」で
子どもたちと交 流4

「 かがわ介 護フェア 」に
参 加しました！！6

子ども学科第Ⅰ部・第Ⅲ部

ダンスゼミ 子ども学科

食物栄養専攻 生活文化学科

生活介護福祉専攻 生活文化学科、専攻科（福祉専攻） 

ビジュアルメディアデザインコース、
経営情報コース 経営情報科

3平成 27年11月1日、宇 多津 北 小 学 校の「レッツゴースクール

デー」に生活介護福祉専攻２年生と専攻科の学生たちがゲスト

ティーチャーとして参加しました！

点字、手話、福祉用具、障害者スポーツの4つのテーマについて

体験を通して学んでもらおうという内容でした。小学生たちは、

きらきらと輝く眼差しで「先生これってどうやって使うん？」「点字

うてたよ～」「障がい者ってすごいなあ」と素直な感想や発言が

あちこちから響きました。おかげで学生たちも笑顔で授業を進め

ることができました。

このような体験を通して、子ども

たちが「誰もがあたりまえの生活

の実現」に向け、支えあう地域

づくりを自然に身につけてくれ

たらと思いました。

ダンスゼミでは、子ども向けやヒップホップ、ジャズ、コンテンポラリーダンスなど、

さまざまなジャンルのダンスを学んでいます。学習成果は、「こども劇場」のほかイ

ベントや公演を通して広く紹介しています。平成27年度は、「ふじみ園スプリング

フェスタ」のほか「金蔵寺こどもまつり」、「商工フェアin たどつ」、「地域支援セン

ターまるやまふれあいフェスタ」などに参加しました。ゼミ活動の集大成は、大学

祭公演と定期公演です。特に定期公演は卒業生も含めて40人近くが参加する大事

な行事です。第12回の27年度公演は、「君がいたから」をテーマにピアノの生演奏

を伴奏にした卒業生作品や、日ごろあま

り目に触れることのない作品も含

め11作品を発表しました。

ささやかな公演ですが、

楽しみにしてくださる

地域の方も少しずつ増

えています。
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子ども学科音楽ゼミは毎年、保育所や幼稚園、児 童館を訪れ、

ミュージカル公演を子どもたちに披露しています。

今年度も、青山保育園・幼稚園やキッズプラザうたづ、多度津幼稚園、

白方保育所で「シンデレラ」のミュージカルや大型絵本の読み聞かせ、

みんなで踊ろう（ダンス）を組み合わせた公演を行いました。

音楽ゼミは、子どもたちのためのミュージカルの制作や発表を目的

としています。保育現場では創作劇の発表を必ず行います。即現場

で実践できるように、舞台上での演技、歌、ダンスを学び、台本、音楽、

大道具、衣装のすべてが手づくりです。

平成27年12月11日には、青山保育園・幼稚園のクリスマス会に訪

問しました。保育現場では臨機応変に様々なことに対応しなけれ

ばならないため、学生たちにとってはとても勉強になりました。

クリスマス会で
子どもたちと交流

音楽ゼミ 子ども学科第Ⅰ部・第Ⅲ部

8
平成27年11月15日、地域の小

学生と保護者を対象に「生活文

化にふれよう―オリジナル朝食

グッズの製作と簡単 朝食クッ

キング－」を香川短 期大学で

開催しました。

催しは、（公財）明治百年記念香川県青少年基金助成事業としての

取り組みで、今年で５回目です。今回は「朝ごはん」をテーマに、生活

文化学科の学生たちが先生役となって型染めによるランチョンマット

作り、食物栄養専攻の学生たちによる「食育教室」と「簡単朝食クッキ

ング」の調理実習を行いました。

自分だけのランチョンマットを作成した子どもたちは「上手にできて

うれしい」と目を輝かせていました。「卵焼きが思ったより上手に作れ

ておいしかった」「家でも料理を作ってみたい」など子どもたちからは

今回の体験が自信につながっている声が数多く聞かれました。

小 学生らに
食の大 切さ伝えました

生活文化専攻・食物栄養専攻 生活文化学科

9

平成27年10月1日から12月31日まで県内各地で“誰もが気軽に参加できる文化芸術の

祭典”をスローガンに「かがわ文化芸術祭2015」が開催されました。このうち、高松空港

の「SKY MUSEUM」を会場に「素晴らしい世界！アートコンポ2015」が10月19日～11月

3日に行われました。本学からは経営情報科ビジュアルメディアデザインコースの学生4名

（三好伶奈、平野紗希、高橋佳世、植木麻由）のほか、同コース卒業の2名（山田真弓、

井口幸子）が出展しました。今年はクラシック音楽をテーマに、国内外の10代から30代

を中心とした若手作家たちが表現した作品が一同に展示されました。

ビジュアルメディアデザインコース 経営情報科

7
Activities

充実した「カルチャー講座」

平成27年度開講講座一覧

地域交流センターは、平成27年度も宇多津町と共催で数々のカルチャー講座と公開講座を開講しました。いずれの講座も、多くの受講者で盛況でした。

生涯学習機運の高まりのなか、講座に対するニーズも多様化しています。今年度は、「英会話教室」を継続したほか、夏休み中の子どもたちを対象とした

恒例の料理講座や工作教室も実施しました。「浴衣着付け教室」「日本の歌を楽しもう」「クリスマス料理に挑戦」も定番講座として定着しています。

新しい講座として、平成28年1月には「楽しくイタリアン！」を開き盛況でした。

受講した皆さんからは「もう少し回数を増やしてほしい」「子育てや食育に特化した講座を開いて」「働く女性でも受講できるような時間帯に開講して」な

どの意見をいただいています。受講者の声を一部ご紹介します。

受講者の声

平成28年度開講予定講座

2

4

1

2

1

1

3

1

1

2

2

講座名・内容 回数 講師開催月

5月

6月

7月

7月

8月

8月

10月

12月

1月

2月

2月

香川短期大学　中野誠司

香川短期大学　岩永十紀子

香川短期大学　中俣保志
末次健太郎（伊万里市民図書館インターネット中継）

香川短期大学　松永美恵子

香川短期大学　篠原正美

香川短期大学　吉岡御井子

香川短期大学　松永美恵子

香川短期大学　齊藤佳子

装道礼法着物学院　為定友子

香川短期大学　半蔀智子

香川短期大学　今井将紀デジタルカメラ撮影のコツと保存管理

日本の歌を楽しもう

公開講座 市民のための図書館講座

クリスマス料理に挑戦しよう!!

楽しくイタリアン！

ワードで簡単なチラシや案内文を作ってみよう!!

ミイコ＆ライアンの「英会話で楽しいティータイム」

夏休み親子料理教室 「簡単にできるランチとデザート」

小学生親子 夏休みクラフト教室 「石けんコースターを作ろう！」

ゆかた着付け教室

親子講座 読み聞かせと手作り絵本

平成28年度開講講座につきましては、決まり次第ホームページに掲載いたします。詳しくは香川短期大学ホームページでご確認ください。
▶▶  http://www.kjc.ac.jp

素晴らしい世界！アートコンポ 2 015
Wo r l d  f u l l  o f  m u s i c  学生たちが作品を出展

普段使わない
食材を使って

簡単に調理できた

親子料理教室
3 0 代女性

懇切丁寧な指導、
見やすいテキストで

とてもよかった

Word講座
2 0 代女性

自分で浴衣が
着れるようになって

うれしい

ゆかた着付け教室
10 代女性

子供達と
考えながら協力し

みんなで楽しかった

石けんとコースター教室
3 0 代女性

他県の運営等、
興味深い話が

聞けた

図書館講座
6 0 代女性

初心者でも
わかりやすく楽しい

講座だった

英会話
4 0 代女性

平成27年度講座概要


